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1　漢字の使用状況と世界
　「外夷は横文字を用ひ中華の文字を識らず」
と、寺島良庵の図説百科事典『和漢三才図会』（以下『和漢三才』）に記されて
いる（1）。江戸時代の知識人は日本以外の諸外国を大別していたが、その区別の
指標が文字だった。中華の文字、すなわち漢字を知っているかどうかが世界
の人物を分類する基準だったのである。中国や朝鮮など日本と関係の深い国
の人々、漢字を知る人間たちは「異国人物」とされた。それに対して、横文
字を使い漢字を知らない人間たちは「外夷」とみなされた。その表現からして、
外国人をいやしめていうニュアンスに満ちている。
　そもそも漢字は、漢民族の言語である漢語を表記するための文字だったが、
漢語と異なる言語を用いる日本人がその文字を使いこなすことができたのは、
漢字が表意文字として使われてきたからであった。音声言語と切り離して文
字だけで意味を伝えることが可能な漢字は、表音文字的に使えば自国の言語
を表記することもできた。そうした方法によって、日本や朝鮮半島の諸国家、
ベトナムなどの非漢語圏国家は、漢字を適用できるようにした。中国を中心
とし、中国と外交や貿易の関係をもっていた国々は、漢字と中国の規範的文
体を通じて交流することが可能であった（2）。漢字を知る者同士であれば、会話
はできなくても文字によるコミュニケーションがとれたという歴史的事実が、
異国と外夷との違いにあらわれている。
　漢字の使用状況によって世界が文明国と非文明国に分かれるとする認識は、
例えば『和漢三才』「異国人物」の巻の大寃（たいわん）についての記述「近
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頃中華の文字を用ゐて五常の人品やうやく備はる」にも明らかだ。五常とは
儒教でいう人の常に守るべき道徳のことだが、漢字を使うようになってやっ
と品性が備わったという意味である。また、交趾の項では『三才図会』の記
述にのっとって「其の人乃ち山狙瓠犬の遺種なり。其の性奸狡、髪を剪り跣
足にして窅昂喙極めて醜悪し」といった差別的な説明がされた後、「中華の文
字を用ひ、礼儀稍備はる」と著者の考えが示される。また交趾の都・東京（ト
ンキン、ハノイの旧称）についても「中華の文字を用ひ、経書を知る」とある。
つまり、漢字を使うことが道徳を備え、文明人になることにつながるのだろう。
　その論理によれば、漢字を知らない外夷人物は非人間的とみなされる。例え
ば「長人」は「三才図会に云ふ、其の国の人長三、四丈」と説明される巨人で
あり、無腹国は「海の東南に在り。其の男皆腹肛無し」という腸を持たない
ために食物がすぐに通過してしまう怪物の国だ。また、「狗国」の人は身体は
人間で首は犬、言語は犬の吠えているようだという。それら怪物のような人々
の範疇に含まれる回回では、書体が「横書き」で「篆書・草書・楷書」があり、
西洋諸国はみなこれを用いるという。文字を持つだけ回回はやや文明化され
ているようだが、彼らの使う文字は「横文字」にすぎない。
　オランダは実在の貿易相手国であり、当時の日本人はオランダ人と接触を
持っていたが、当然のようにオランダは外夷に含まれる。オランダ人は「常
に一脚を提げて尿を去る。貌犬に似たり」と、犬のようだと形容したうえ、「天
文、地理、算術及び外治の医療甚良し」と評価しながらも、やはり「総て横文
字を用ふ」と述べる。優れた面があったとしても漢字を使わない相手は、差
別の対象であり続ける。
　こうして漢字を用いるかどうかを自他意識の指標にしていたのは、寺島良
庵だけではなかった。例えば西川如見の『華夷通商考』では海外諸国を中華・
外国・外夷の三つの範疇に分けている。中華（中国）は別格で、外国とは朝鮮、
琉球、大寃、東京、交趾で、「中華の命に従ひ、中華の文字を用、三教通達の
国也」であるが、外夷は「唐土と差
たが
ひて皆横文字の国」である（3）。『華夷通商考』
では、オランダの言葉について「詞は天竺其外の国とは各別にて、蛮人の語に
近しとぞ。詞皆唇と舌とにて言なり。文字は横文字二十四あり。一字を二字宛
に分つときは四十八字と成。其外には文字之れ無し。四十八字にて一切事済也。
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日本のイロハの如し」と述べる。外国の文字に対する興味と理解を示しなが
らも、蛮人の語に近いと蔑視している。『華夷通商考』では外夷の説明として
「奇怪多き国」という表現がしばしば出てくる。外夷人物は、日本人との文字
によるコミュケーションが不可能な、いわば怪物的な他者なのだ（4）。
2　漢字を使う私たち（漢字文化圏の知識人）
　横文字を用いる人々からすると、漢字は奇異な文字であった。マテオ・リッ
チはその漢字の数と複雑さに圧倒されながらも漢字の利点を見抜き、こう述
べた。
　互いにまったく言語を異にする多くの国々が、同じ文字を用いている
ために、文章や書物を理解できるのだ。事実、このチーナの文字は、互
いに言語が異なり、一語も理解しあえないジャッポーネ、コリーア［高
麗すなわち朝鮮］、コチンチーナ、レウキエオ［琉球］でも共通なのである。
それゆえ、相手国の言語を習得しなくとも、文字に書き表せば容易に理
解しあえるのだ。同じチーナのなかでも、地方ごとに、ひとつ、あるい
は多くの場合、ひとつ以上の固有言語があって、互いに理解できないこ
とがある。だが、文字や書物はどこでもまったく同一である（5）。
　
　文字や書物を共有する国々、それは当時の日本人にとって「口頭によるコ
ミュニケーションはできないが、字を介することで対話ができる」相手なの
だった。実際に江戸時代においては朝鮮通信使と日本人の間で、筆談による
対話が行われた。金文京は「異なる地域間での漢字を用いたコミュニケーショ
ンは、いきおい筆談にならざるをえない。これは世界でも漢字を使う東アジア
のみに見られる現象であろう。（中略）筆をもった二人が対座し、一方が言い
たいことを紙に書いて先方に渡すと、先方はそれを見て、微笑んだり、小首
をかしげたりしながら、同じく返事を紙に書いて渡す、両者無言のまま、こ
の営みが延々とつづくのである。考えるだに奇妙な光景であろう」と述べる（6）。
しかし、いかに奇妙であっても、文字を交換することによって、異国人同士の
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間に深いつながりができたのは事実であった。天和二年の朝鮮通信使滞在中、
木下順庵は成翠虚と詩によって心を通じ合わせた。順庵の詩にいわく（7）
　文談筆語各眉を揚ぐ。　情は洽ねし高堂相対する時。
折木扶桑三万里。　錦嚢収拾清詩を入る。
　（筆談で心の通じるのを覚え、心が晴れました。立派な館でお目に掛かっ
ていると親愛の情があふれてきます。お国と日本は三万里も隔たっては
いますが、錦の袋に清らかな詩を一緒に入れましょう）
　かくの如き筆談によるコミュケーションは、日本人と「異国」人の間にのみ
成立する。ベネディクト・アンダーソンは『想像の共同体』において、近代の
国民国家成立以前、世界には聖なる言語で結ばれた古典的共同体が成立して
いたと述べた（8）。いってみれば「漢字を使う私たち」としての連帯感を、木下
順庵も成翠虚も持っていた。彼らは聖なる言語と書かれた文字を媒体とする
中国中心の想像の共同体の一員だったのである。そして、文字による対話が
可能な相手であればこそ、彼らの固有言語に対して強い興味も感じたようで
ある。『和漢三才図会』の記述は『三才図会』よりも、日本と関係の深い国や
都市に関する記述が増補されている。特に注目すべきは、「朝鮮国語」百十三語、
「琉球国語」二五語、「蝦夷国語」五四語など、言語に関する情報の増補である。
朝鮮国語については
　天（ぱのる　波野留）地（すたぐ　須太具）日（いる　伊留）月（お
る　於留）星（ぺる　倍留）
　というように、日本語表記を試みている。位田絵美によると（9）、記載されて
いる音の五割強は現在でも通用する正確なものであり、『和漢三才』に記載さ
れた＜言語＞は、当時もある程度の通用が可能であったと推定できる。また、
百十三語の内容は、天地から食品 ･ 衣類までの幅広い読みが記載され、朝鮮
の言語に並々ならぬ関心を抱いていたこと、貿易に関係することばが多く実
用性を重視した傾向があるとされる。こうした言語情報を増補する傾向は他
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の文献でも認められるという。
　朝鮮通信使の日本紀行『海游録』（申維翰）は、著者が一七一九（享保四）
年に通信士一行に随行した時の記録である。同書では「日本人が我が国の詩文
を求めること、貴賎賢愚を問わず、神仙の如くに仰がないものはなく、珠玉の
如くに珍重しないものはない」と述べ（10）、日本における文字の歴史をこう記す。
倭国には、旧くは文字がなかった。百済王が文士王仁や阿直岐を遣わし
て、はじめて文学を教え、経年講習してほぼ伝うるところとなった。（中略）
今、その俗を観ると、文をもって人を用いず、文をもって公事をなさない。
関白はじめ各州の大守、百職の官は、一人として文を解する者なく、た
だ諺文（仮名）四十八文字をもってし、ほぼ真書（漢字）数十字をこれ
に混用す。これで、状聞や教令をつくり、簿牒や書簡もつくって、上下
の情を通じ合う。国君の指導が、おおむねかくの如くである。
　文字を持たなかった日本に文字が伝えられたのは、百済すなわち古代朝鮮
のおかげであるが、日本人は文を解さないという。彼の視点からすると、日
本で作られた仮名文字は中華の文字ではないのでまともな文字ではない。そ
れらと漢字を混用した文、いわゆる漢字仮名交じり文は文ではないのだ。
　朝鮮の知識人からすると、日本人の作る文はレベルが低かった。中国語、朝
鮮語に通じた儒者雨森芳洲は申に対し「日本人の学んで文をなす者は、貴国
とは大いに異って、力を用いてはなはだ勤むるが、その成就はきわめて困難
である。公は、今ここより江戸に行かれるが、沿路で引接する多くの詩文は、
必ずみな朴拙にして笑うべき言であろう。しかし、彼らとしては、千辛万苦、
やっと得ることのできた詞である。どうか唾棄されることなく、優容してこ
れを奨詡してくだされば幸甚」と述べたという。
　ともに漢字を使う者同士、日本人にとって朝鮮人は理解可能な他者だった。
そして、漢字文化を共有していたがゆえ、互いの文化の優劣もまた強烈に意
識されるのだ。このように東アジアの知識人による想像の共同体は、かつて
確実に存在していたのである。
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3　「夷狄」たちの自己主張
　漢字を持つひと＝文明人、漢字を持たないひと＝夷狄という認識論は、東
アジアに深く暗い根をおろしていたが、文字を運用する能力は階層とも関係
している。ルビンジャーの『日本人のリテラシー』は、東アジアにおいては、
読み書き能力の問題は常に権力や権威と関連を持ってきたという。そして、
　数世紀にわたって、読み書き能力は貴族や彼らのために文字を記す専
門家である学僧たちの排他的特権であった。江戸時代に至って、政治的
なエリートまたは僧侶のエリートといった数少ない人々の枠を超え、広
範な人々、つまり都市の住民や村落指導層、土地所有者などに浸透する。
そして江戸時代の末までに、実用的な読み書き能力は、商業が活発な地
域の女性を含む小農に広まった。初歩的な読み書き能力が田舎の貧農に
まで広がり始める兆候は早くからあったが、その兆候は全国のどこにで
もあったわけではなく、読み書き能力の空白地帯は依然として存在して
いた。
　と述べ、読み書き能力の空白地帯が近代以降どのように減少していったか
を論ずる。そして、『文部省年報』による非識字率調査から明治期における非
識字層の様態を示し、地域的な違いとともに男女の違いがあったことを明ら
かにした（11）。
　文字の運用力といっても、仮名と漢字では事情が全く異なる。学習によっ
て仮名を使いこなせるようになっても、習得困難な漢字をも学ばなければ複
雑な文章を運用できない。ひとことで読み書き能力といってもそのレベルに
は大きな違いがあるのが日本の状況である。『和漢三才』は絵入りであるので、
読者は文章の内容がわからなくても情報を得ることができたが、詳しい解説
は漢字の知識がなければ読むことができなかった。『和漢三才』は中華の文字
を識る人が、中華の文字で書かれた文献を参考に作った本であり、中華の文
字を識る人でなければ核となる情報は得られない。
　漢字の階層性は、他国でも同様に見られた現象であった。朝鮮語固有の表
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音文字ハングル（訓民正音）は一四四六年に公布されており、リッチがマカ
オに着いた一五八二年には既に成立していた。前掲の申維翰『海游録』には
　群倭はまた、我が国の諺文（訓民正音のこと）の字形を見ることを請う。
ほぼそれを書いて示した。また何の代に創ったかを問う。余は応えて曰く
　「これ、我が世宗大王（李朝四代目の国王）が聖文神化、博く百芸に通じ、
作るに十五行の新しい文字をなし、もって万物の音を模写する。今を距
ること三百年前である」と。
　と書かれており、当時の日本人が朝鮮の文字に興味を示していたことがわ
かる。雨森芳洲はハングルを積極的に学習し、日本の仮名やハングルのような、
個々の民族の文字を評価していた。日本に仮名がなければ、人々が漢字をもっ
と学ぶであろうという議論に対して芳洲は
　もろこしの文字、西域の梵字、韓国の諺文、この国のかな、そのほか
だつたんおらんだの文字、みな その国の言葉に応じ、たれはじむると
もなく、女童下々までこれを用ゆ。まことに自然の理に出でたり。かな
といふ物なくばといへるは、其国々の言葉なくばといへるにひとしかる
べし（12）。
　と、漢字中心主義にとらわれることなく、多様な文字の価値を認めていた。
中国語、朝鮮語を学び、漢字のみならずハングルまでも学習した芳洲は、文
化相対主義的な観点に立ち、言語や文字に優劣がないことを述べた。それは
当時としては極めて注目すべき斬新な思想である（13）が、社会通念上、漢字文
化の権威はゆるぎないものであった。
　ハングルによって自分たちの言語を表記できるようになった朝鮮では、漢文
の使用を当然とした官吏や文人たちが依然として漢文を使い続けていた。ハ
ングル反対派の崔萬里の上疏文には「我が王朝は祖先以来、誠実に中国に仕え、
中国の制度を重んじてきた」「モンゴル、西夏、女真、日本、チベットなどの
類がそれぞれの文字を持っているが、これはすべて野蛮人のすることである」
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「今、諺文（訓民正音）を別に作るのは中国を捨てて自ら野蛮人と同じになろ
うとするものである」とあり（14）、漢字を使う私、使わない夷狄という認識論
がここにも見られるのである。
　日本と朝鮮では、漢字を男性的な公の文字とし、自前の文字を女性的な私的
な文字とする点も共通していた。また、一九八〇年代に発見された中国の女書
（湖南省の一部地域で女性のみに伝えられた文字）も、漢字に対する女性固有
の文字という点で注目される。遠藤織枝によれば、これらの文字はアジア漢字
文化圏にあって、支配層の文字である漢字を与えられなかった女性たちのも
のであり、漢字の影響を受けて作られた表音文字という点で共通する。そし
て、漢字を与えられなかった女性には、自ら独自の体系的で機能的な文字を
作る力があり、自らのことばを表記するのに最も適した文字を育てる力があっ
たという（15）。
　女性の文字による文学表現にも、共通点が認められる。金文京は前掲書（228
ページ）で「中国、朝鮮、日本のこれら女性文学には、規範的漢文が簡潔な
文体を重んじるのに対して、長い冗漫な文体と、それによる細やかな心理描
写を特徴とするという共通点がある。それは相互の直接的影響関係の産物で
はなく、東アジアにおける多様な文体とその階層的分化がもたらした結果で
あるといえる。女性文字による女性特有の文体と文学という現象も、おそら
く東アジア以外には見いだしがたいであろう」と述べる。
　漢字を与えられない女性が漢字と別の字を使うことで、細やかな心理描写に
よる自己主張をしてきたのだとすると、文字を持たなかった中国の少数民族は
どうだろうか。少数民族の社会では、「なぜわれわれは文字を持たないか」と
いう、失われた文字に関わる否定的な文化起源神話が伝えられている（16）。中
国雲南省のラフ族には「むかし、天の神が九つの民族に名前と文字を与えよう
とした。漢族に与えた文字は竹片の上に書いたので、漢族は書物を持つように
なった。タイ族に与えた文字は貝葉の上に書いたため、タイ族は貝葉経を持つ
ようになった。ワ族に与えた文字は、牛の皮に書いた。最後にラフ族に与え
た文字は、パンの上に書いた。ところが、家に持って帰る途中で、おなかが
へってがまんができなくなり、パンを食べてしまった。そのために文字がなく、
すべてなにごとも、記憶に留めておくことにした」というのだ。同様の神話は
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雲南のジノー族にも伝えられている。また、雲南のトールン族にも、天の神
様から原初の人間が本を与えられたが、その本を子孫が食べてしまったため、
文字を持たなくなったという話がある（17）。
　「持たざる者の神話には、文明民族にたいする未開民族の自嘲と、不満と、
ときには激しいいきどおりがみなぎっている」と大林太良は述べる（18）。文字
を用いない人間を怪物視する自称文明人に対して、文字を持たざる物たちを
は不満と激しいいきどおりを感じていたのであろう。
　女性たちが活用した漢字にあらざる文字、そして少数民族の伝える物語は、
いずれも漢字文化の周縁に生きた人々による自己表現の証であった。夷狄とさ
れた者たちの自己主張が、特別な文字や物語のかたちで認められるのは、裏を
返せば公的な漢字文化の力がいかに強かったかをあらわしていると思われる。
　前掲の『想像の共同体』では、歴史的に旧い聖なる言語によって統合されて
いた聖なる共同体が徐々に分裂し、複数化し、領土化していったという。事実
東アジア諸国で今日も漢字を主要な文字として使用しているのは、中国（台湾・
香港を含む）と日本のみとなっている。日本においては、幕末から繰り返し漢
字廃止論が浮上しているにもかかわらず、今なお漢字が日常的に使われてい
る。漢民族を主な住民としない国であるにもかかわらず、漢字が使い続けられ、
縦書きの伝統も守られている。その意味で、日本人は今なお「漢字を使う私
たち」であるが、外夷が使うとされた横文字に今多大な影響を受けている。
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<ABSTRACT>
Myself, A User of Chinese Characters, 
Barbarians, Non-user of Chinese Characters
YOKOYAMA Yasuko
Nishikawa Joken divided countries outside of Japan into three categories: 
the Middle Kingdom (China), foreign countries (e.g.., countries using Chinese 
characters and following a Chinese moral and political system), and barbarian 
countries (countries using western letters rather than Chinese characters) in 
his Kai Tsushoko (China and Foreign Countries). Such perspective on the world 
is also common to Terashima Ryoan’s Wakan Sansai Zue (Japanese and Chinese 
Encyclopedia of All Things) . Both works illustrate the thought of intellectuals 
of that time who divided the world into “countries using Chinese characters 
which were civilized and those not using them which were monstrous.” 
Both Nishikawa Joken and Terashima Ryoan aligned  Japan with China as 
the “country which uses Chinese characters”. For them, the foreigners using 
Chinese characters could be thought of as the existence of “inner others.” 
Because Chinese characters are used in Kai Tsushoko and Wakan Sansai Zue, 
both the authors and their readers were “people using Chinese characters”, 
that is, civilized people. As intellectuals in Southeast Asia could share the high 
culture of Chinese characters, we can say that there existed a community of 
the imagination.  However, that logic may draw out the idea that many people 
who could not use Chinese characters in those days were inner barbarians, 
even if they lived in Japan.
